
標
題
の
資
料
は
、
藤
原
定
家
の
手
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
『
新
古
今
和
歌
集
」
の

撰
歌
草
稿
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
古
書
売
立
目
録
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
に
よ
っ
て
そ
の

存
在
が
知
ら
れ
、
検
討
が
加
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
断
簡
は
、
高
い
資
料
価
値
が
指
摘

さ
れ
な
が
ら
、
原
本
の
所
在
に
関
し
て
は
一
切
知
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
ま
ま
今
日
に

ま
で
至
っ
た
、
謂
わ
ぱ
幻
の
資
料
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
二
年
六
月
、

大
阪
古
典
会
主
催
の
「
古
典
緋
展
観
入
札
会
」
に
突
如
出
品
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

今
中
尾
堅
一
郎
氏
追
悼
古
典
籍
善
本
展
観
図
録
」
所
載
）
、
和
歌
の
研
究
者
は
も
と

よ
り
、
広
く
古
典
を
考
究
す
る
人
々
に
驚
き
を
与
え
、
そ
の
入
札
に
は
強
い
関
心
が

寄
せ
ら
れ
た
と
思
し
い
。
幸
い
に
も
、
本
資
料
は
当
館
に
収
蔵
さ
れ
、
多
方
面
か
ら

の
研
究
が
可
能
な
状
態
に
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
今
後
の
検
討
に
資
す

べ
く
、
本
資
料
の
研
究
史
を
振
り
返
り
、
注
記
等
を
含
む
全
文
を
翻
刻
す
る
。
併
せ

ベ
く
、
本
資
料
の
研
究
史
を
振
り
返
り
、
注
記
等
を
含
む
全
文
を
翻
刻
｛

て
、
原
本
に
よ
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
幾
つ
か
の
知
見
に
触
れ
て
み
た
い
。

は
じ
め
に 国

文
学
研
究
資
料
館
蔵
「
新
古
今
和
歌
集
撰
歌
草
稿
」
に
つ

書
誌
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
大
き
さ
は
、
縦
二
七
・
六
四
横
三
八
・
四
ｍ
・

料
紙
は
楮
紙
。
巻
子
本
の
一
部
を
切
断
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
や
や
虫
損
が
あ

り
、
擦
り
消
ち
の
跡
が
複
数
箇
所
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
保
存
状
態
は
良
好
で
あ

る
。
加
筆
や
修
正
の
箇
所
が
き
わ
め
て
多
く
、
二
首
の
歌
頭
に
除
棄
符
号
の
鉤
点
が

付
さ
れ
る
。
末
尾
下
隅
の
片
仮
名
に
よ
る
書
き
入
れ
を
含
め
、
す
べ
て
一
筆
。
軸
装

さ
れ
て
お
り
、
表
具
は
地
味
な
が
ら
、
軸
頭
は
象
牙
で
あ
る
。
白
木
の
桐
納
入
で
、

箱
は
打
ち
付
け
書
き
に
よ
る
箱
書
き
（
「
定
家
卿
詠
草
」
）
を
含
め
、
き
わ
め
て
簡
素

で
あ
る
。
極
札
・
折
紙
等
の
付
属
文
書
を
伴
わ
ず
、
伝
来
を
う
か
が
わ
せ
る
手
が
か

り
は
一
切
有
さ
な
い
。

本
資
料
は
、
大
正
一
川
年
一
二
月
の
東
京
美
術
倶
楽
部
に
お
け
る
「
渋
柿
庵
蔵
品

入
札
」
時
に
出
品
さ
れ
、
売
立
目
録
に
は
「
定
家
歌
切
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
。
本

二
研
究
史

｜
書
誌

寺
島 い
て

恒

世
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目
録
を
最
も
早
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
鹿
嶋
（
堀
部
）
正
二
氏
は
、
そ
の
筆
跡
に
つ

き
、
「
晩
年
の
定
家
に
見
る
如
き
渋
滞
佶
屈
の
趣
が
な
く
、
極
め
て
暢
達
流
動
の
線

條
よ
り
な
っ
て
ゐ
る
事
か
ら
み
る
と
、
そ
れ
が
草
稿
で
あ
る
と
い
ふ
黙
を
幾
分
考
慮

に
入
れ
る
と
し
て
も
、
尚
必
ず
や
彼
の
壮
年
期
の
筆
で
あ
っ
た
ら
う
」
と
推
定
さ

れ
、
本
文
内
容
を
検
討
さ
れ
て
、
「
新
古
今
集
撰
進
の
第
一
期
に
お
け
る
定
家
の
歌

稿
」
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
導
か
れ
た
（
「
藤
原
定
家
自
筆
の
撰
集
草
稿
断

簡
に
就
い
て
山
」
「
清
閑
』
第
川
冊
、
昭
和
一
三
年
一
○
月
）
。
そ
の
後
、
久
保
田
淳

氏
・
佐
藤
恒
雄
氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
検
討
を
加
え
ら
れ
、
同
様
の
判
断
を
下
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
久
保
川
氏
は
「
定
家
の
新
古
今
の
た
め
の
撰
歌
の
手
控
え

の
稿
本
」
（
「
新
古
今
前
後
研
究
断
片
（
三
）
」
「
和
歌
史
研
究
会
会
報
」
第
三
三
号
、

昭
和
四
四
年
三
月
）
、
佐
藤
氏
は
「
新
古
今
集
撰
集
第
一
期
の
定
家
に
よ
る
撰
者
進

覧
本
の
草
稿
」
（
「
定
家
進
覧
本
の
形
態
と
方
法
」
「
藤
原
定
家
研
究
」
（
平
成
一
五
年

五
月
、
風
間
書
房
）
第
四
章
第
一
節
、
初
出
は
昭
和
五
五
年
九
月
）
と
認
定
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

特
に
佐
藤
氏
は
、
ツ
レ
と
認
め
ら
れ
た
同
種
の
断
簡
二
葉
（
思
文
閣
墨
跡
資
料
Ⅱ

録
所
赦
「
藤
原
定
家
七
首
和
歌
抄
写
断
簡
」
・
井
上
子
爵
家
並
某
家
所
蔵
肺
入
札
Ⅱ

録
所
赦
「
定
家
和
歌
五
首
」
）
と
併
せ
、
い
ず
れ
も
「
定
家
壮
年
期
の
華
跡
と
み
て

誤
り
な
い
」
と
認
定
さ
れ
た
上
で
、
定
家
の
編
集
作
業
の
実
態
を
詳
細
に
解
き
明
か

さ
れ
た
。
導
か
れ
た
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
定
家
の
第
一
次
進
覧
本
作
成
の
た
め
の
撰
集
作
業
は
、
採
歌
と

配
列
を
、
別
時
に
、
別
作
業
と
し
て
行
う
の
で
は
な
く
、
つ
ま
り
採
歌
し
て

カ
ー
ド
に
相
当
す
る
短
冊
様
の
も
の
に
書
き
と
り
、
事
後
の
別
作
業
と
し
て
配

慨
配
列
を
決
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
採
歌
と
配
列
を
同

時
並
行
的
に
進
行
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
、
極
め
て
原
始
的
な
方
法
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
、
と
知
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
我
々
の
Ｈ
か
ら
見
れ
ば
一
見

非
能
率
的
に
見
え
る
け
れ
ど
も
、
ま
た
同
じ
訓
普
や
作
者
名
を
何
度
も
許
く
必

要
は
な
く
、
あ
る
面
で
は
合
理
的
、
能
率
的
で
、
か
つ
正
確
で
も
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
概
に
マ
イ
ナ
ス
の
評
価
を
下
し
て
し
ま
う
わ
け
に
は

ゆ
か
な
い
。
定
家
は
少
く
と
も
こ
の
方
法
を
よ
し
と
し
て
採
用
し
た
に
ち
が
い

な
く
、
考
え
て
み
れ
ば
俊
成
の
「
千
載
集
」
に
お
け
る
方
法
も
同
じ
で
あ
っ
た

の
だ
ろ
う
し
、
当
時
の
撰
集
の
ご
く
普
通
の
方
法
で
も
あ
っ
た
の
だ
と
思
わ
れ

る
。

撰
歌
と
配
列
の
同
時
進
行
と
い
う
具
体
的
な
作
業
過
程
が
、
撰
者
の
草
稿
資
料
に

基
づ
い
て
実
証
的
に
解
明
さ
れ
た
こ
と
は
画
期
的
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
「
八
条
院
高
倉
」
・
「
海
慧
」
の
新
出
歌
が
存
す
る
こ
と
を
見
出
さ
れ
、
前

者
に
つ
き
、
森
本
元
子
氏
が
推
定
さ
れ
た
「
六
百
番
歌
合
後
器
女
房
百
首
」
（
「
私
家

集
の
研
究
」
昭
和
四
一
年
二
月
、
明
治
書
院
）
の
も
の
で
、
森
本
氏
想
定
の
メ
ン

バ
ー
に
新
た
に
八
条
院
高
倉
が
追
加
で
き
る
こ
と
、
後
背
に
つ
き
、
九
条
家
や
御
子

左
家
の
仏
琳
に
深
く
関
わ
っ
た
僻
州
と
し
て
の
「
縁
故
」
に
よ
る
追
加
で
あ
る
こ
と

も
明
か
さ
れ
た
。
閃
み
に
後
者
の
海
慧
は
、
唱
導
の
安
居
院
澄
憲
と
鳥
羽
院
第
五
皇

女
高
松
院
と
の
間
に
生
ま
れ
た
不
義
の
子
で
あ
っ
た
と
さ
れ
（
角
田
文
衛
氏
「
王
朝

の
明
暗
』
昭
和
五
二
年
一
二
月
、
東
京
堂
書
店
）
、
現
在
の
勅
撰
集
に
は
入
集
が
認

め
ら
れ
な
い
人
物
で
あ
る
。
か
く
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
新
歌
を
収
め
る
こ
と
に
お

い
て
も
、
本
断
簡
の
資
料
価
値
の
高
さ
が
認
め
ら
れ
る
。
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周
知
の
よ
う
に
、
『
新
古
今
集
』
は
、
建
仁
元
年
（
一
二
○
一
）
二
月
に
撰
集

が
下
命
さ
れ
、
源
通
具
・
藤
原
有
家
・
同
定
家
・
同
家
隆
・
同
雅
経
等
が
撰
者
に
任

じ
ら
れ
、
編
纂
が
始
め
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
こ
れ
も
知
ら
れ
る
通
り
、
そ
の
編
纂
に

下
命
者
後
鳥
羽
院
が
深
く
関
与
し
、
具
体
的
に
そ
の
過
程
は
、
撰
者
達
に
よ
る
撰
歌

○
和
歌
に
は
通
し
番
号
を
付
し
た
。

○
和
歌
は
一
首
二
行
書
き
で
記
さ
れ
、
後
か
ら
そ
の
余
白
に
一
行
書
き
で
小
さ
く
害

凡
例 翻

刻
は
、
先
行
研
究
に
そ
れ
ぞ
れ
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
基
づ
く
目
録
所
載

の
図
版
は
小
さ
く
、
鮮
明
さ
を
欠
い
て
、
判
読
の
困
難
も
し
く
は
不
能
な
箇
所
も
少

な
か
ら
ず
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
従
来
の
翻
刻
に
は
理
解
を
異
に
す
る
箇
所
も
存

す
る
。
原
本
に
向
か
っ
て
も
な
お
雌
解
な
部
分
が
存
す
る
も
の
の
、
現
在
の
と
こ
ろ

私
に
解
し
得
る
本
文
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
第
一
期
）
、
後
鳥
羽
院
に
よ
る
精
選
（
第
二
期
）
、
撰
者
達
に
よ
る
部
類
分
け
（
第

三
期
）
、
後
鳥
羽
院
に
よ
る
切
り
継
ぎ
（
第
四
期
）
と
、
通
常
の
勅
撰
集
と
は
異
な

る
経
緯
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た
。
本
資
料
の
成
立
が
想
定
さ
れ
る
撰
集
第
一
期
と

は
、
右
の
通
り
、
撰
集
下
命
を
受
け
、
撰
者
達
が
撰
歌
作
業
に
励
ん
だ
建
仁
元
年
一

一
月
か
ら
建
仁
三
年
（
一
二
○
三
）
四
月
に
至
る
時
期
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
資
料

成
立
の
下
限
は
、
佐
藤
氏
が
説
か
れ
る
通
り
、
『
千
五
百
番
歌
合
』
を
出
典
と
す
る

歌
が
、
結
番
さ
れ
る
以
前
の
百
首
か
ら
採
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
結
番
下
命
の
建
仁
二
年
（
一
二
○
二
）
九
月
六
日
以
前
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

三
翻
刻
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き
入
れ
ら
れ
る
。
詞
書
・
作
者
名
も
書
き
入
れ
は
小
書
き
で
あ
る
ｃ
そ
れ
ら
書
き

入
れ
部
分
の
文
字
の
大
き
さ
は
一
定
で
は
な
い
が
、
統
一
し
て
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ

た
（
先
に
記
さ
れ
た
の
は
、
２
．
５
．
７
．
９
．
皿
・
皿
．
Ｂ
の
七
首
の
和
歌
及

び
そ
の
詞
書
・
作
者
名
で
あ
り
、
後
か
ら
記
さ
れ
た
の
は
、
１
．
３
．
４
．
６
．

８
．
吃
・
皿
の
七
首
の
和
歌
及
び
関
連
す
る
訶
書
・
作
者
名
で
あ
る
）
。

○
歌
頭
に
示
さ
れ
た
注
記
や
肩
に
懸
け
ら
れ
た
除
棄
の
意
を
表
す
鉤
点
及
び
ミ
セ
ケ

チ
等
も
、
原
文
の
位
置
に
示
し
た
。

○
翻
刻
本
文
の
後
に
、
各
歌
の
出
典
と
主
要
な
他
出
文
献
を
示
し
た
。

翻
刻
本
文

水
上
落
花
と
い
ふ
こ
と
ヲ
人
Ｉ
、
よ
み
侍
り
け
る
に

ｌ
か
す
み
ゆ
く
や
よ
ひ
の
そ
ら
の
山
の
は
を
ほ
の
Ｉ
、
い
つ
る
い
さ
よ
ひ
の
月

中
納
言
雅
兼

２
釜
峠
確
副
引
矧
ふ
あ
ら
し
や
み
ね
に
ふ
き
つ
ら
ん

さ
く
ら
な
み
よ
る
た
に
か
は
の
水

３
よ
し
の
山
く
も
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
い
ろ
を
み
と
り
の
い
る
に
は
る
風
そ
吹

花
十
首
寄
よ
み
侍
り
け
る
に

４
ち
ら
は
ち
れ
よ
し
や
よ
し
の
、
山
さ
く
ら
ふ
き
ま
ふ
風
は
い
ふ
か
ひ
も
な
し

左
京
大
夫
顕
輔

５
ふ
も
と
ま
て
お
の
へ
の
さ
く
ら
ち
り
こ
す
は

可
在
筆
浄
た
な
ひ
く
秘
も
と
み
て
や
す
き
ま
し

め
し

五
十
首
寄
汁
垪
吐
株
や
測
り
け
る
時
は
る
の
心
を
御
製

６
わ
き
て
こ
の
よ
し
の
、
花
の
を
し
き
か
は
な
へ
て
そ
つ
ら
き
は
る
の
山
風

藤
原
家
隆
朝
臣

７
さ
く
ら
は
な
ゆ
め
か
う
つ
ゞ
か
し
ら
く
も
の

た
え
て
つ
れ
な
き
み
れ
の
は
る
か
せ

花
野
と
て
よ
み
侍
り
け
る
左
近
中
将
公
衡

８
あ
ま
の
か
は
く
も
の
し
か
ら
み
か
け
と
め
よ
か
せ
こ
す
み
れ
に
花
そ
ち
り
か
ふ

百
首
吾
中
に
は
る
の
う
た
と
て

９
は
な
さ
か
り
風
に
し
ら
れ
ぬ
や
と
も
哉

ち
る
を
な
け
か
て
時
の
ま
も
見
ん

家
に
五
首
奇
よ
み
侍
り
け
る
時
（
１
）
春
寄
と
て
よ
み
侍
り
け
る

左
大
臣

皿
風
刺
矧
馴
初
の
か
す
み
ゆ
く
さ
へ
を
し
き
か
な

花
と
月
と
の
あ
け
か
た
の
山

入
道
俊
成
（
２
）

皿
又
や
み
ん
か
た
の
、
み
の
、
さ
く
ら
か
り

は
な
の
ゆ
き
ち
る
は
る
の
あ
け
ほ
の

13 12

吹
風
ヲ
う
ら
み
も
は
て
し
さ
く
ら
花
ち
れ
は
そ
み
つ
る
に
わ
の
し
ら
ゆ
き

有
家
権
律
師
海
慧

わ
か
や
と
は
む
な
し
，
く
ち
ｈ
″
ぬ
さ
ノ
＼
ら
は
な

二
品
法
親
王
家
五
十
首
か
中
に
権
中
納
言
兼
宗

八
条
院
高
倉
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aT注
一…

出
典
・
他
出
文
献

１
千
五
百
番
歌
合
・
春
四
・
二
百
四
十
一
番
左
勝
。
女
房
（
後
鳥
羽
院
）
。
後
鳥
羽
院
御

集
四
一
七
「
同
（
建
仁
元
年
）
六
月
千
五
百
番
御
歌
合
一
ｃ
万
代
集
・
春
下
・
四
六

一
ハ
○

２
金
葉
集
・
春
・
五
七
。
詞
件
「
水
上
落
花
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
め
る
」
。
第
二
・
三
句

「
あ
ら
し
や
み
ね
を
わ
た
る
ら
ん
」
。
雅
兼
集
三
「
水
上
落
花
」
。
和
歌
一
字
抄
・
上
・

四
三
四
。

３
千
五
百
番
歌
合
・
春
三
・
百
九
十
六
番
左
勝
。
女
房
（
後
鳥
羽
院
）
。
後
鳥
羽
院
御
集

四
一
四
「
Ⅲ
（
建
仁
元
年
）
六
〃
千
五
百
番
御
歌
合
」
。
第
四
句
「
み
と
り
の
空
に
」
。

４
千
五
百
番
歌
合
・
春
三
・
二
百
十
一
番
左
勝
。
女
腸
（
後
烏
羽
院
）
。
後
烏
羽
院
御
集

「
時
」
は
「
に
」
に
重
ね
て
沸
か
れ
る
。

作
者
名
「
入
道
俊
成
」
の
う
ち
、
「
入
道
」
の
部
分
は
承
ね
書
き
さ
れ
る
。
当
初
「
皇
大
夫
」

と
書
か
れ
、
「
大
」
が
「
太
」
に
訂
さ
れ
た
の
ち
、
そ
の
三
字
分
に
重
ね
て
「
入
道
」
と
書

か
れ
た
、
と
見
ら
れ
る
。

花
兄
か
て
ら
も
く
る
人
そ
く
る

山
花
を
た
つ
ぬ
と
い
ふ
心
を

有
家
朝
臣

必
ヲ
ハ
ッ
セ
ノ
フ
モ
ト

ノ
イ
ホ
モ
カ
ホ
ル

ラ
ム

サ
ヶ
ニ
フ
フ
キ
マ
ク

ミ
ヤ
マ
ヲ
ロ
シ一

一

568 7109lll41312

四
一
五
「
同
（
建
仁
元
年
）
六
月
千
五
百
番
御
歌
合
」
。
第
四
句
「
ふ
き
ま
ょ
ふ
風

は
」
。

新
古
今
集
・
春
下
・
一
二
四
。
訓
書
「
花
十
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
」
。
撰
者
名
注

記
》
定
家
・
家
隆
。
定
家
八
代
抄
・
春
下
・
一
七
一
・

老
若
五
十
首
歌
合
・
春
・
四
十
三
番
右
勝
。
女
房
（
後
鳥
羽
院
）
。
三
百
六
十
番
歌

合
・
春
・
六
十
五
番
左
・
御
製
。
後
鳥
羽
院
御
集
二
○
八
「
建
仁
元
年
二
月
老
若

五
十
首
御
歌
合
」
。

老
若
五
十
首
歌
合
・
三
十
九
番
左
勝
。
第
四
句
「
た
え
て
つ
れ
な
き
」
。
新
古
今
集
・

春
下
・
一
三
九
。
詞
書
「
五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
」
。
撰
者
名
注
記
呈
疋
家
・
雅

経
。
壬
二
集
一
六
九
八
「
老
若
歌
合
五
十
首
」
。
家
隆
川
百
番
自
歌
合
・
十
四
番
左

「
院
五
十
首
正
治
三
年
」
。
定
家
八
代
抄
・
春
下
・
一
七
三
。

公
衡
百
首
・
春
・
一
二
（
段
當
門
院
大
輔
百
首
題
）
。

新
出
歌
（
佐
藤
恒
雄
氏
は
「
建
久
六
年
二
月
良
経
家
女
房
百
首
か
」
と
さ
れ
る
）
。

秋
篠
月
清
集
一
○
四
六
「
当
世
の
女
房
歌
よ
み
と
も
に
百
首
歌
よ
ま
せ
て
披
講
せ
し

つ
い
て
に
、
五
首
歌
よ
み
け
る
叩
に
、
春
の
こ
こ
ろ
を
」
（
建
久
六
年
二
月
良
経
家
五

首
歌
）
。
後
京
極
殿
御
自
歌
合
・
十
一
番
左
「
春
の
歌
と
て
よ
め
る
」
。

慈
鎮
和
尚
自
歌
合
・
小
比
叡
十
五
番
三
番
右
。
新
古
今
集
・
春
下
・
二
四
。
詞

書
「
摂
政
太
政
大
臣
家
に
、
五
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
」
。
撰
者
名
注
記
亜
有
家
・
定

家
・
家
隆
・
雅
経
。
（
建
久
六
年
二
月
良
経
家
五
首
歌
）
。
定
家
八
代
抄
・
春
下
・
一

四
○
。

御
室
五
十
首
・
春
十
五
首
・
二
○
八
。

新
出
歌
（
佐
藤
恒
雄
氏
は
「
建
久
六
年
二
月
良
経
家
五
首
歌
か
」
と
さ
れ
る
）
。

御
室
五
十
首
・
春
十
五
首
・
四
五
八
。
夫
木
和
歌
抄
・
巻
三
十
雑
十
二
「
願
」
一
四

一
二
一
ハ
ー
ー
０
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吹
風
ヲ
う
ら
み
も
は
て
し
さ
く
ら
花
ち
れ
は
そ
み
つ
る
に
わ
の
し
ら
ゆ
き

と
い
う
本
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
詞
書
に
あ
る
通
り
「
二
品
法
親
王
家
五
十
首
」
、

す
な
わ
ち
「
御
室
五
十
首
」
の
歌
で
あ
り
、
作
者
は
権
中
納
言
兼
宗
で
あ
る
。

「
御
室
五
十
首
」
の
現
存
伝
本
は
少
な
く
、
今
日
知
ら
れ
て
い
る
完
本
は
、
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
と
穂
久
邇
文
庫
蔵
本
の
み
で
あ
る
。
両
本
は
同
系
統
に
属
し
て
お

り
、
新
編
国
歌
大
観
で
は
、
前
者
が
底
本
と
さ
れ
、

螂
吹
く
風
を
恨
み
も
は
て
じ
さ
く
ら
花
散
ら
ぱ
ぞ
み
つ
る
庭
の
し
ら
ゆ
き

と
い
う
本
文
が
示
さ
れ
て
、
広
く
流
布
し
て
い
る
。

そ
れ
に
比
す
る
と
、
当
該
資
料
に
採
用
さ
れ
た
歌
は
、
右
の
通
り
、
第
四
句
が

「
ち
れ
は
そ
み
つ
る
」
で
あ
り
、
一
字
な
が
ら
、
「
散
れ
ば
」
・
「
散
ら
ぱ
」
の
本
文
異

同
が
認
め
ら
れ
る
。
文
法
的
に
も
異
な
る
意
味
を
表
す
こ
の
異
同
は
、
作
者
兼
宗
が

関
与
し
た
改
変
の
結
果
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
享
受
の
過
程
で
生
じ
た
異
文
の
可
能
性

が
高
い
。
当
該
の
表
記
は
、
撰
者
定
家
の
自
筆
資
料
と
し
て
、
和
歌
詠
出
時
に
き
わ

め
て
近
い
段
階
で
の
形
を
示
す
こ
と
に
お
い
て
有
益
で
あ
る
。
実
は
、
新
編
国
歌
大

観
の
底
本
、
書
陵
部
蔵
本
に
お
け
る
表
記
は
、
「
散
は
そ
み
つ
る
」
で
あ
り
、
「
散
ら

ば
ぞ
み
つ
る
」
は
作
成
本
文
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
い
ず
れ
の
形
も
成
立
し
、
「
散

１
和
歌
本
文
の
確
定

全
一
四
首
中
、
末
尾
か
ら
三
首
目
の
吃
の
歌
は
、

四
原
本
か
ら
得
ら
れ
る
知
見

Ａ
本
文
に
つ
い
て

２
歌
本
文
の
判
読
と
解
釈

既
述
の
通
り
、
鮮
明
さ
を
欠
く
写
真
図
版
に
よ
る
和
歌
本
文
の
判
読
に
お
い
て
、

特
に
困
難
な
箇
所
は
、
右
の
胆
の
歌
に
続
く
Ｂ
の
歌
の
二
行
目
、
下
句
で
あ
る
。
こ

こ
は
墨
も
薄
く
、
読
み
解
く
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
。
こ
れ
ま
で
の
翻
刻
に
お
い
て

は
、
「
花
見
か
て
ら
に
く
る
人
そ
見
る
」
「
花
見
か
て
ら
に
く
る
人
も
か
な
」
等
の
案

が
示
さ
れ
て
き
た
。

原
本
に
よ
る
と
、
こ
こ
は
「
花
見
か
て
ら
も
く
る
人
そ
く
る
」
と
判
読
さ
れ
る
。

こ
れ
は
佐
藤
氏
が
指
摘
さ
れ
た
通
り
、
権
律
師
海
慧
の
新
出
歌
で
あ
り
、
一
首
全

体
を
清
濁
を
分
け
て
示
す
と
、
次
の
通
り
と
な
る
。

わ
が
や
ど
は
む
な
し
く
ち
り
ぬ
さ
く
ら
ぱ
な
花
兄
が
て
ら
も
く
る
人
ぞ
く
る

一
読
明
ら
か
な
通
り
、
こ
れ
は
、
「
古
今
集
」
春
上
の
、

桜
の
花
の
咲
け
り
け
る
を
見
に
ま
う
で
き
た
り
け
る
人
に
、
よ
み
て
お

く
り
け
る
躬
恒

碗
わ
が
宿
の
花
見
が
て
ら
に
来
る
人
は
散
り
な
む
の
ち
ぞ
恋
し
か
る
べ
き

を
本
歌
と
し
た
歌
で
、
と
り
わ
け
当
該
の
下
旬
は
、
本
歌
に
対
す
る
依
拠
の
強
さ
を

窺
わ
せ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
表
現
は
、
第
四
句
「
花
見
が
て
ら
も
」
の
句
末
「
も
」

ら
ば
」
の
本
文
が
享
受
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
も
の
の
、
本
資
料
に

よ
り
当
該
歌
本
来
の
本
文
は
、
「
散
れ
ば
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
さ
れ
る
の
で
あ

る
《
》

な
お
、
結
句
「
に
わ
の
し
ら
ゆ
き
」
の
「
に
わ
」
は
、
明
ら
か
な
仮
名
遣
い
の
誤

り
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
に
別
の
項
Ｈ
で
ま
と
め
て
検
討
す
る
。
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の
働
き
が
捉
え
に
く
く
、
ま
た
結
句
「
く
る
人
ぞ
く
る
」
の
意
味
も
、
当
代
歌
と
は

趣
を
異
に
し
て
、
わ
か
り
に
く
い
。
こ
の
表
現
は
何
を
表
そ
う
と
し
た
の
だ
ろ
う

か
。
ま
た
、
採
用
は
定
家
の
い
か
な
る
評
価
に
基
づ
く
の
だ
ろ
う
か
。

結
句
の
表
現
か
ら
考
え
て
見
よ
う
。

新
編
国
歌
大
観
に
よ
る
限
り
、
「
来
る
人
ぞ
来
る
」
と
い
う
句
の
先
例
は
知
ら
れ

な
い
。
た
だ
し
、
同
じ
動
詞
を
「
ぞ
」
を
挟
ん
で
繰
り
返
す
表
現
に
は
、
『
古
今
集
」

春
上
の
、

梅
の
花
を
折
り
て
人
に
お
く
り
け
る
友
則

銘
君
な
ら
で
誰
に
か
見
せ
む
梅
の
花
色
を
も
香
を
も
し
る
人
ぞ
し
る

と
い
う
歌
に
詠
ま
れ
た
、
「
知
る
人
ぞ
知
る
」
と
い
う
よ
く
知
ら
れ
た
用
例
が
あ
る
。

類
似
す
る
言
い
回
し
か
ら
、
「
来
る
人
ぞ
来
る
」
に
は
、
こ
の
句
を
念
頭
に
、
、
心
あ

る
人
は
来
て
く
れ
る
は
ず
だ
と
い
う
思
い
が
託
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
で
あ
ろ

う
。
た
だ
し
、
「
来
る
」
が
行
為
を
表
す
の
に
対
し
「
知
る
」
が
認
識
を
表
す
違
い

が
あ
り
、
当
該
古
今
歌
が
、
読
者
に
速
や
か
に
連
想
さ
れ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
詠

み
手
が
意
識
化
し
て
い
た
か
否
か
も
定
か
で
は
な
い
。

行
為
に
関
わ
る
動
詞
と
し
て
他
の
用
例
に
思
い
を
及
ぼ
し
、
探
っ
て
み
る
と
、

「
見
る
人
ぞ
見
る
」
と
い
う
先
行
例
が
浮
か
ん
で
く
る
。
最
も
早
く
現
れ
る
の
は
、

「
源
氏
物
語
」
宇
治
十
帖
「
総
角
」
巻
の
和
歌
に
詠
ま
れ
る
、

霧
深
き
あ
し
た
の
原
の
女
郎
花
心
を
よ
せ
て
見
る
人
ぞ
見
る

と
い
う
用
例
で
あ
る
。
こ
の
歌
は
、
薫
が
匂
宮
と
「
枇
の
中
の
物
語
」
を
し
た
折
、

匂
宮
か
ら
詠
み
か
け
ら
れ
た
、

女
郎
花
咲
け
る
大
野
を
ふ
せ
ぎ
つ
つ
心
せ
ぱ
く
や
し
め
を
結
ふ
ら
む

と
い
う
歌
に
返
し
た
蕪
の
一
首
で
あ
る
。

上
旬
「
霧
深
き
あ
し
た
の
原
の
女
郎
花
」
と
は
、
宇
治
の
姫
君
た
ち
を
指
し
て
お

り
、
こ
の
歌
で
薫
は
、
愛
情
の
深
い
人
は
逢
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
、
と
応
じ
て
、

な
か
な
か
逢
え
な
い
と
嘆
く
匂
宮
を
「
ね
た
ま
し
聞
」
え
た
の
で
あ
る
。
「
心
を
寄

せ
て
」
通
う
思
い
の
強
さ
を
取
り
上
げ
た
薫
の
歌
の
「
見
る
人
ぞ
見
る
」
が
、
当
該

歌
の
「
来
る
人
ぞ
来
る
」
に
重
ね
ら
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
落
花
後
の
我
が
宿
に
来

訪
し
て
ほ
し
い
他
者
に
は
、
深
く
「
心
を
寄
せ
て
」
く
れ
る
人
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と

の
期
待
が
こ
も
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
桜
」
と
「
女
郎
花
」
で
異
な
る
も
の
の
、

「
花
」
を
素
材
と
す
る
こ
と
で
両
歌
は
共
通
す
る
。
作
者
海
慧
の
歌
は
ほ
か
に
知
ら

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
狙
い
は
不
明
な
が
ら
、
『
源
氏
物
語
」
へ
の
造
詣
が
深
い
定
家

が
そ
の
関
連
を
読
み
取
っ
た
可
能
性
は
存
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
句
に
上
接
す
る
第
四
句
「
花
見
が
て
ら
も
」
の
末
尾
の
「
も
」
に
つ
い

て
は
、
一
見
「
に
」
の
誤
写
か
と
も
思
わ
さ
れ
る
。
し
か
し
、
原
本
に
は
確
か
に

「
も
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
原
歌
も
「
も
」
で
あ
っ
た
と
思
し
い
・
「
に
」
で
は
、
本

歌
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
平
板
過
ぎ
る
表
現
に
と
ど
ま
る
の
に
対
し
、
「
も
」
は
「
に

も
」
の
意
で
用
い
ら
れ
、
そ
の
暖
昧
な
表
現
の
う
ち
に
複
合
的
な
惜
春
の
情
が
表
さ

れ
よ
う
と
し
た
可
能
性
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
が
成
功
し
た
か
否
か
は
と

も
か
く
、
直
裁
さ
と
暖
昧
さ
が
共
存
す
る
よ
う
な
措
辞
に
よ
り
、
心
あ
る
来
訪
者
へ

の
期
待
が
、
実
は
不
安
を
抱
え
た
強
が
り
と
一
体
で
あ
る
こ
と
を
表
そ
う
と
し
た
作

と
も
読
ま
れ
て
く
る
。

か
く
し
て
当
該
歌
下
旬
は
、
熟
さ
な
い
形
な
が
ら
、
独
自
の
表
現
に
よ
っ
て
期
待

と
不
安
が
混
在
す
る
惜
春
の
情
が
表
さ
れ
て
お
り
、
「
源
氏
物
語
」
と
の
関
わ
り
と
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３
注
記
の
判
読
と
意
味

５
の
歌
に
は
、
上
部
に
注
記
と
思
し
き
記
述
が
あ
る
（
左
の
拡
大
図
版
参
照
）
。

墨
色
は
２
の
歌
に
付
さ
れ
る
「
金
葉
集
」
と
同
じ
で
あ
り
二
○
七
頁
図
版
参

照
）
、
本
文
と
同
筆
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
箇
所
は
、
右
の
週
の
歌
の
後
半
部
分
と

同
様
に
、
写
真
で
は
読
み
に
く
く
、
こ
れ
ま
で
の
論
で
も
検
討
は
な
さ
れ
て
い
な

い
。
原
本
に
向
か
っ
て
も
判
読
は
か
な
り
難
し
く
、
そ
も
そ
も
何
文
字
で
書
か
れ
た

記
述
か
さ
え
わ
か
り
に
く
い
。
熟
視
を
重
ね
た
結
果
、
今
の
と
こ
ろ
、
「
可
在
圭
浄
」

と
解
す
る
こ
と
が
最
も
穏
当
と
判
断
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
め
の
二
字
は
「
可

在
」
、
続
く
部
分
は
「
上
」
と
「
こ
の
割
注
の
形
に
よ
る
小
書
き
、
最
後
の
一
字

は
「
浄
」
と
読
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
う
解
す
る
と
、
「
上
こ
「
浄
」
に
在
る

べ
し
、
と
読
み
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
「
浄
」
と
は
「
浄
書
本
」
の
略
称
で
あ
り
、

そ
れ
を
修
飾
す
る
「
上
こ
も
、
「
上
～
下
」
の
「
上
」
と
数
字
を
組
み
合
わ
せ
た

》
と
も
に
、
そ
の
荒
削
り
な
面
白
さ
が
定
家
に
認
め
ら
れ
た
も
の
と
見
て
お
き
た
い
。

本
断
簡
が
有
す
る
最
も
重
い
資
料
価
値
は
、
既
述
の
佐
藤
氏
論
に
明
快
に
説
か
れ

た
、
採
歌
と
配
列
の
方
法
に
関
わ
る
撰
集
作
業
の
実
態
を
知
る
拠
と
な
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
と
と
も
に
重
視
さ
れ
る
の
は
、
先
に
権
律
師
海
慧
の
歌
の
検
討
に
お
い
て

触
れ
た
通
り
、
定
家
の
選
歌
の
基
準
、
及
び
そ
れ
と
連
動
し
た
採
用
歌
人
の
評
価
を

考
え
る
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

以
下
、
後
鳥
羽
院
歌
の
採
用
と
評
価
に
関
わ
る
事
例
の
一
つ
に
触
れ
て
み
た
い
。

先
の
翻
刻
に
お
い
て
小
字
で
示
し
た
補
入
歌
は
、
全
体
の
半
数
に
及
ぶ
七
首
で
あ

り
、
う
ち
過
半
の
四
首
は
後
鳥
羽
院
の
歌
で
あ
る
（
１
３
．
４
．
６
）
。

後
鳥
羽
院
歌
の
採
用
に
は
、
前
提
と
し
て
勅
撰
下
命
者
へ
の
配
慮
が
存
し
た
に
違

い
な
い
も
の
の
、
四
首
中
三
首
は
『
千
五
百
番
歌
合
』
に
結
番
さ
れ
る
百
首
か
ら
の

き
留
め
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
割
注
形
式
の
小
書
き
が
次
の
語
彙
を

修
飾
す
る
の
は
一
般
的
で
は
な
い
も
の
の
、
自
己
用
に
記
し
た
心
覚
え
の
メ
モ
と
見

て
お
き
た
い
。

こ
の
注
記
が
、
撰
歌
作
業
中
の
、
当
該
歌
の
「
浄
書
本
」
に
お
け
る
存
否
に
関
す

る
書
き
入
れ
と
解
さ
れ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
本
断
簡
が
清
書
に
対
す
る
草
稿
本
資
料

で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
証
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
因
み
に
５
の
歌
は
新
古
今
入
集

歌
で
あ
り
、
浄
書
本
に
は
存
し
た
は
ず
で
あ
る
。

も
と
よ
り
全
く
別
字
の
可
能
性
は
あ
り
、
広
く
識
者
の
ご
検
討
を
お
願
い
し
た

い
○

Ｂ
選
歌
基
準
・
歌
人
評
価
ｌ
後
烏
羽
院
歌
に
つ
い
て
Ｉ
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選
抜
で
あ
り
、
そ
の
後
烏
羽
院
の
百
首
歌
は
、
定
家
に
次
の
よ
う
に
受
け
止
め
ら
れ

て
い
た
。今

度
御
製
且
可
レ
見
之
由
有
豆
仰
事
一
、
披
し
之
金
玉
声
、
今
度
凡
言
語
道
断
、

於
レ
今
者
上
下
更
以
無
一
可
レ
奉
レ
及
人
一
、
毎
首
不
可
思
議
、
感
涙
難
し
禁
者
也
。

（
「
明
月
記
」
建
仁
元
年
六
月
十
六
日
条
）
。

院
宛
て
の
文
書
で
は
な
く
、
自
ら
の
日
記
に
お
け
る
感
想
と
し
て
、
こ
れ
が
儀
礼

的
配
慮
に
よ
る
記
述
と
は
考
え
に
く
く
、
絶
賛
や
落
涙
に
及
ぶ
感
銘
は
本
音
に
近
い

本
断
簡
は
、
春
部
の
花
の
歌
群
の
う
ち
、
後
半
の
落
花
を
中
心
と
し
た
歌
々
を

収
め
て
お
り
、
後
烏
羽
院
の
百
首
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
、
１
．
３
．
４
の
三
首
で
あ

る
。

そ
れ
ら
の
う
ち
、
注
目
し
た
い
の
は
、
３
の
、

よ
し
の
山
く
も
に
う
つ
ろ
ふ
花
の
い
ろ
を
み
と
り
の
い
る
に
は
る
風
そ
吹

と
い
う
歌
で
あ
る
。

こ
の
歌
は
、
出
典
と
な
る
百
首
（
「
後
鳥
羽
院
御
集
」
所
収
）
で
も
「
千
五
百
番

歌
合
」
で
も
、
第
三
・
四
句
は
「
花
の
い
ろ
を
み
ど
り
の
そ
ら
に
」
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
本
資
料
が
引
く
本
文
は
、
右
の
通
り
、
「
花
の
い
ろ
を
み
ど
り
の
い
る
に
」

と
す
る
。
も
と
よ
り
正
し
い
本
文
は
出
典
の
形
で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
は
、

吉
野
山
雲
に
う
つ
る
ふ
花
の
色
を
緑
の
空
に
春
風
ぞ
吹
く

と
詠
ん
だ
の
で
あ
り
、
「
緑
」
の
「
み
」
に
「
見
」
を
掛
け
、
吉
野
山
の
花
を
散
ら

す
風
が
、
雲
と
散
り
ゆ
く
花
の
色
を
、
緑
の
空
を
背
景
に
し
な
が
ら
見
せ
て
、
広
く

吹
き
渡
っ
て
い
る
、
と
い
う
景
を
描
き
出
し
た
。
一
首
の
狙
い
は
、
「
花
の
色
」
と

も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

』

「
緑
の
空
」
の
色
彩
の
取
り
合
わ
せ
に
焦
点
が
絞
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

そ
の
歌
が
、
こ
こ
で
は
下
句
を
「
花
の
い
ろ
を
み
ど
り
の
い
る
に
」
と
し
て
書
き

留
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

そ
も
そ
も
定
家
の
本
文
書
写
の
態
度
は
、
過
誤
が
少
な
い
こ
と
で
知
ら
れ
て
い

た
。

新
古
今
御
点
歌
以
二
定
家
一
可
レ
令
二
書
出
一
、
無
二
字
誤
一
早
速
之
故
也
者
、
此

事
甚
難
見
苦
一
、
不
し
及
二
是
非
一
・

と
い
う
記
事
は
、
悪
筆
な
が
ら
字
の
誤
り
が
な
く
、
早
く
書
く
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
院
か
ら
御
点
歌
の
清
書
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
示
す
有
名
な
記
事
で
あ
る
。
そ

の
定
家
に
し
て
、
こ
こ
に
「
い
ろ
」
を
繰
り
返
す
の
は
、
明
ら
か
な
過
ち
と
し
か
言

え
な
い
で
あ
ろ
う
。
過
ち
で
あ
る
以
上
、
合
理
的
な
説
明
は
不
可
能
な
が
ら
、
歌
を

引
用
す
る
際
に
生
じ
た
こ
の
ケ
ー
ス
は
、
目
移
り
等
の
機
械
的
な
も
の
と
は
考
え
に

く
い
。新

古
今
歌
壇
の
始
発
に
位
置
す
る
後
鳥
羽
院
の
催
し
、
「
正
治
二
年
初
度
百
首
」

に
お
い
て
定
家
が
詠
ん
だ
百
首
中
に
、

い
つ
も
見
し
松
の
色
か
は
初
瀬
山
桜
に
も
る
る
春
の
ひ
と
し
ほ

と
い
う
歌
が
あ
る
。
桜
の
花
の
間
か
ら
見
る
松
の
緑
の
色
が
美
し
く
、
い
つ
も
見
て

い
た
松
と
は
思
え
な
い
と
詠
む
、
桜
と
松
の
色
の
取
り
合
わ
せ
に
焦
点
を
定
め
た
歌

で
あ
る
。
後
鳥
羽
院
が
和
歌
に
の
め
り
込
む
よ
う
に
親
し
む
契
機
は
、
本
百
首
の
定

家
詠
に
接
し
た
感
銘
に
発
し
て
お
り
、
こ
の
歌
の
色
彩
へ
の
着
目
に
も
強
く
惹
か
れ

る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
影
響
も
あ
り
、
初
学
期
か

（
「
明
月
記
」
建
永
二
年
四
月
二
十
九
日
条
）
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ら
後
鳥
羽
院
の
歌
に
お
け
る
色
彩
へ
の
関
心
は
強
く
、
特
に
色
の
取
り
合
わ
せ
を
扱

う
印
象
的
な
歌
も
詠
じ
て
い
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
「
新
古
今
集
」
入
集
歌
と
な
る
、

鶯
の
鳴
け
ど
も
い
ま
だ
降
る
雪
に
杉
の
葉
白
き
逢
坂
の
山

（
建
仁
二
年
二
月
影
供
歌
合
）

な
ど
は
、
杉
の
緑
と
雪
の
白
の
取
り
合
わ
せ
の
妙
を
狙
っ
た
色
彩
感
覚
の
豊
か
な
歌

で
あ
る
。

花
の
色
と
緑
の
色
を
取
り
合
わ
せ
る
歌
と
し
て
は
、
早
く
「
後
撰
集
」
春
上
に
、

松
の
も
と
に
こ
れ
か
れ
侍
り
て
花
を
み
や
り
て
坂
上
是
則

妃
深
緑
常
磐
の
松
の
影
に
ゐ
て
う
つ
る
ふ
花
を
よ
そ
に
こ
そ
見
れ

藤
原
雅
正

娼
花
の
色
は
散
ら
ぬ
間
ば
か
り
ふ
る
さ
と
に
常
に
は
松
の
緑
な
り
け
り

と
い
う
並
ぶ
二
首
の
歌
が
あ
る
。
花
の
色
を
松
の
緑
と
取
り
合
わ
せ
た
こ
れ
ら
は
、

時
Ⅲ
の
経
過
を
含
め
、
異
な
る
色
と
し
て
対
比
す
る
と
こ
ろ
に
狙
い
が
定
め
ら
れ
て

い
る
。

当
代
詠
に
は
西
行
の
、

犯
花
散
り
て
雲
晴
れ
ぬ
れ
ば
吉
野
山
こ
ず
ゑ
の
空
は
緑
に
ぞ
な
る
（
聞
壽
集
）

と
い
う
作
が
あ
り
、
こ
れ
は
花
と
空
の
緑
の
対
比
と
い
う
当
該
後
鳥
羽
院
歌
と
同
じ

素
材
の
組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
や
は
り
時
間
の
経
過
を
踏
ま
え
た
対
比
を
狙
い
と
し

た
も
の
で
あ
る
。

対
し
て
当
該
歌
は
、
花
の
色
と
緑
の
二
つ
の
色
が
同
一
空
間
に
共
存
す
る
状
態
を

描
き
出
す
。
そ
の
面
で
は
、
先
掲
の
定
家
の
、

い
つ
も
見
し
松
の
色
か
は
初
瀬
山
桜
に
も
る
る
春
の
ひ
と
し
ほ

と
等
し
い
扱
い
方
な
が
ら
、
既
述
の
通
り
、
当
該
歌
、

吉
野
山
雲
に
う
つ
る
ふ
花
の
色
を
緑
の
空
に
春
風
ぞ
吹
く

は
、
第
四
句
中
の
「
緑
」
の
「
み
」
に
掛
け
ら
れ
た
「
見
」
が
結
句
と
連
動
し
、
花

の
色
を
見
せ
つ
つ
春
風
が
吹
く
と
歌
っ
て
お
り
、
「
花
の
色
」
と
は
、
緑
色
の
空
を

背
景
に
罪
罪
と
散
り
紛
う
落
花
を
指
し
て
い
る
。
定
家
の
「
い
つ
も
見
し
」
の
歌

が
、
咲
く
桜
の
隙
間
か
ら
見
え
る
松
の
緑
を
捉
え
る
の
に
対
し
、
院
の
歌
の
、
散
り

交
う
動
き
を
も
扱
い
、
花
の
色
を
、
空
の
緑
色
を
背
景
と
し
て
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

把
握
で
捉
え
る
、
そ
の
斬
新
な
発
想
と
手
法
が
、
定
家
の
心
を
強
く
捉
え
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
二
つ
の
色
の
組
み
合
わ
せ
へ
の
感
銘
が
、
「
み
ど
り
の
そ

ら
」
と
書
く
べ
き
と
こ
ろ
を
つ
い
「
み
ど
り
の
い
ろ
」
と
書
き
誤
ら
せ
た
の
で
は
な

か
っ
た
か
。
「
毎
首
不
可
思
議
」
で
「
感
涙
」
禁
じ
難
い
感
銘
は
、
当
該
歌
に
関
し

て
は
、
二
つ
の
色
の
取
り
合
わ
せ
に
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
断
簡
の
筆
跡
か
ら
は
、
速
い
筆
の
運
び
が
知
ら
れ
、
速
や
か
な
作
業
の
様
州
も

窺
わ
れ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
吃
の
歌
の
結
句
も
、
「
に
は
」
（
庭
）
と
あ
る
べ

き
箇
所
が
「
に
わ
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
正
確
な
詳
写
の
能
力
を
有
し
、
仮
名
遣
い

に
も
こ
だ
わ
っ
て
い
た
定
家
と
し
て
は
不
審
な
事
例
が
散
見
さ
れ
る
。

こ
の
不
審
か
ら
定
家
筆
へ
の
疑
念
が
生
じ
、
後
人
の
書
写
段
階
に
お
い
て
、
「
そ

ら
に
」
を
「
い
る
に
」
と
誤
っ
た
と
解
す
る
可
能
性
も
生
じ
て
く
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
定
家
筆
資
料
へ
の
高
い
信
奉
に
照
ら
し
て
も
、
本
断
簡
の
よ
う
な
、
余
白
へ
の

書
き
入
れ
が
多
く
、
重
ね
書
き
や
ミ
セ
ヶ
チ
も
随
所
に
施
さ
れ
た
複
雑
な
草
稿
資
料

を
再
現
す
る
狙
い
は
捉
え
に
く
く
、
逆
に
通
常
は
あ
り
得
な
い
過
誤
が
生
じ
た
こ
の

事
例
こ
そ
が
、
色
と
そ
の
取
り
合
わ
せ
に
強
い
関
心
を
称
し
た
筆
者
定
家
の
手
に
な
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千
五
百
番
歌
合
に
藤
原
定
家
朝
臣

脳
桜
色
の
庭
の
春
風
跡
も
な
し
問
は
ぱ
ぞ
人
の
雪
と
だ
に
見
ん

と
い
う
二
首
が
並
ん
で
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
歌
が
一
面
に
桜
が
散
る
景
を
「
嵐
も

白
き
」
と
捉
え
る
の
に
対
し
、
定
家
の
歌
は
そ
れ
を
「
桜
色
」
の
「
春
風
」
と
表
し

た
。
「
高
嶺
」
と
「
庭
」
を
対
比
さ
せ
つ
つ
、
桜
の
伝
統
表
現
の
〈
白
〉
色
と
、
現

実
の
〈
淡
紅
〉
色
の
二
色
を
併
置
さ
せ
る
の
が
、
配
列
の
主
な
る
狙
い
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
こ
の
並
び
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
定
家
も
後
烏
羽
院
も
と
も
に
色
へ

の
関
心
を
強
く
有
し
て
い
た
。
本
資
料
の
過
誤
は
、
そ
の
定
家
の
関
心
の
強
さ
を
雄

弁
に
語
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

わ
ず
か
一
四
首
な
が
ら
、
定
家
に
よ
る
「
新
古
今
集
」
採
用
候
補
歌
に
つ
き
、

個
々
の
歌
の
表
現
や
そ
の
評
価
を
見
き
わ
め
る
こ
と
を
は
じ
め
、
諸
方
面
か
ら
検

討
を
加
え
る
こ
と
は
、
撰
集
の
実
態
の
よ
り
詳
細
な
解
明
に
結
び
つ
く
で
あ
ろ
う
。

「
新
古
今
集
」
の
性
格
や
成
立
に
関
す
る
新
た
な
解
明
の
手
が
か
り
は
、
未
だ
少
な

以
上
、
藤
原
定
家
筆
と
判
断
さ
れ
る
新
古
今
撰
歌
資
料
吟

介
し
、
現
段
階
で
得
ら
れ
る
知
見
の
幾
つ
か
を
羅
列
し
た
。

る
こ
と
を
証
し
立
て
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

『
新
古
今
集
」
春
下
に
は
、

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
、
吉
野
山
か
き
た
る
所
太
上
天
皇

剛
み
吉
野
の
高
嶺
の
桜
散
り
に
け
り
嵐
も
白
き
春
の
曙

お
わ
り
に

藤
原
定
家
筆
と
判
断
さ
れ
る
新
古
今
撰
歌
資
料
に
つ
き
、
原
本
を
翻
刻
紹

〔
付
記
〕

本
稿
は
、
九
州
大
学
韓
国
研
究
セ
ン
タ
ー
・
当
館
・
高
麗
大
学
校
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
共
同
主

催
扇
ｇ
昌
発
日
本
学
（
国
際
研
究
集
会
言
の
ｇ
こ
」
（
二
○
二
年
七
月
一
八
日
、
於
高
麓
大

学
校
Ｍ
セ
ン
タ
ー
）
、
及
び
国
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
二
○
二
年
二
月
二
Ⅱ
、
於
当
館
）
で
の

川
煎
発
表
を
も
と
に
原
稿
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
両
発
表
に
お
い
て
ご
教
示
．
ご
意
見
を
賜
っ
た

方
々
、
及
び
当
館
の
展
示
、
新
収
品
・
新
寄
託
品
展
「
古
筆
の
た
の
し
み
」
（
二
○
一
二
年
一
二
月

一
二
日
～
二
○
一
三
年
一
月
二
日
）
に
尽
力
し
て
頂
き
、
ご
教
示
を
黍
く
し
た
同
僚
の
海
野
圭

介
准
教
授
・
中
村
健
太
郎
機
関
研
究
貝
に
御
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

か
ら
ず
蔵
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
断
簡
は
当
館
所
蔵
資
料
に
お
い
て
貴
重
書
に
分
類
さ
れ
、
請
求
記
号
は

的
・
剛
で
あ
る
。
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